
「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業委託業務仕様書 

 

本仕様書は、令和６年度「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業に関する業務委託

に適用する。 

１ 業務内容 

 委託業務の内容は次のとおりとし、業務の運営にあたっては、福島県消費生活課

（以下、「県」という。）と協議して行うものとする。 

２ 委託業務期間 

 契約締結日から令和７年３月１４日（金）までの期間 

３ 事業の概要 

全国各地で開催されている各地域の消費者向けの説明会・講演会・シンポジウム

等の学習機会や各種学校における授業等（以下「講演会」という。）を活用し、福島

県の生産者等をこれまでの取り組みや震災以降の思いを自らの言葉で発表する講師

として派遣する。 

また、講演会実施後、福島県内に派遣を希望する団体(以下「派遣先団体」という)

を招致し、講師や他の生産者の取り組み、放射能検査体制、被災地訪問などを通じて

福島県の現状を知る機会を設ける。 

講演会開催の募集や広報活動を行うとともに、県産品や生産者の情報、食と放射

能に関する福島県の現状について、風評被害の払拭や未然防止に資するよう情報発

信を行う。 

４ 業務の範囲 

講演会の流れは別紙１、募集から派遣までの流れは別紙２、本課と事務局（委託事

業者）との業務分担は別紙３、全体のスケジュールについては別紙４のとおりとす

る。 

(1) 講演会の開催 

ア 派遣する講師の候補者選定 

県内で活動している生産者等の中から、震災以降から現在までの自らの活動

を県外の消費者に対して発表できる者を候補者として選定すること。 

講師の人数は問わないが、農林水産業や流通、飲食関係などバランスよく生産

者等の人選をすること。 

これまで依頼があった講演会の例は以下のとおり。 

・ふくしまの今を知る（食の安全や生活の安全を知る） 

・防災・減災学習 

・福島県への修学旅行に向けての事前学習 

・「ふくしまの食の風評被害をなくすために～私たちにできること～」 

イ 講演会の募集及び決定 

(ｱ) 講師の派遣先団体の募集 

自治体や消費者団体のほか、教育機関や民間企業等など、講演会を実施する

団体を発注者と連携して全国から広く募集する。 

ＳＮＳの活用や福島県に関心がある企業・団体へのＰＲ、本県への観光や教

育旅行、震災・防災学習時の情報提供など、様々な機会を捉えて実施する。 

若年層や安全な食品に関心の高い消費者、福島県への興味・関心を持つ機会



が少ない地域など、講演会の参加者から他の消費者への波及効果を狙う。 

(ｲ) 受付及び派遣先の決定 

上記 (ｱ)の募集により応募のあった団体からの要請を受付し決定する。なお、

選定に当たっては、教育機関、子育て団体、企業及び消費者団体など特定の団

体に偏ることのないよう工夫すること。 

(ｳ) 講演会の回数及び参加者数 

  ３５回とし、参加者は１回当たり１００名として積算すること。 

ウ 講師の派遣 

(ｱ) 日程の調整・講師の派遣 

講師派遣先に対し、希望する講演テーマ・内容を聴取し、発注者と協議のうえ

適合する派遣対象講師を選定し、講師の日程確保及び調整等を行い、講師を派

遣する。 

(ｲ) 説明会の開催 

派遣が決定した講師に対して、事業の説明、報酬・交通費支給や具体的な講演

会参加の手順等を説明する機会を１回設けること。 

なお、当日参加できない講師のため、オンラインで受講できる環境を整備す

ること。 

(ｳ) 講演等のサポート業務 

  講演等の内容に応じて、派遣する講師が発表する資料の作成をサポートする

とともに、発注者や要請先団体と調整し、配付資料などを作成・準備する。 

(ｴ) 講師への報酬・交通費支給 

講演会実施確認後、講師に必要経費（報酬及び交通費）を支給する。 

なお、報酬及び交通費（派遣先への交通費及び日当、宿泊費等）の金額は別途

発注者と協議し、派遣業務開始前に決定し、講師に対して示すこととする。 

上記(ｳ)から(ｴ)に係る費用は、講演会１回あたり２７０，０００円（税抜）で

積算し、事業完了後精算すること。 

エ 講演会の運営 

派遣先団体と連携し、講演会の適切な運営に臨むこと。また、講師による講演を

行うとともに、以下の内容を講演会に含むこと。   

(ｱ) 食品と放射能についての説明 

消費者庁による「食品と放射能Ｑ＆Ａ」を参加者全員に配付する。 

その他、講演会の中で冊子の一部を紹介するなど、食品の放射性物質、福島県

内の放射能検査の状況（検査の実施状況、検査結果）等を参加者の理解が進むよ

う工夫すること。なお、冊子は県で用意する。 

(ｲ) 福島県の紹介、現状説明 

上記とともに、福島県の紹介（自然、観光、農林水産物などの魅力紹介）、原発

事故から現在までの状況（空間線量、避難者の推移、廃炉やＡＬＰＳ処理水の海

洋放出の状況等）を説明する。 

※(ｱ)、(ｲ)を併せて動画やスライドを用いた説明、パネルの展示、チラシの配付

等、派遣先団体との協議や会場都合なども含め、可能な範囲で参加者に理解

しやすい方法を用いて実施すること。 

(ｳ) 試食を伴う福島県産品の紹介 



本県産の食材や食品に対する正しい理解が広まるとともに、講演内容・テー

マに沿った食材等を選択し、試食提供を行う。なお、派遣先団体や会場と協議し、

食品衛生の基準に合致させて行うこと。 

費用は講演会１回あたり１８０，０００円（税抜）で積算し、事業完了後精

算すること。 

(ｴ) アンケートの実施 

講演会への参加者に対してアンケートを実施する。 

(ｵ) 講演内容の記録作成 

講演会終了後、内容を記録し、報告すること。 

(ｶ) 実施上の注意点 

・講演会は、参加費無料のものを対象とする。 

・講演会がオープンである場合には、実施する団体が実施する開催地での報道機

関などへの広報活動に協力すること。 

・派遣先や講師の都合、感染症の拡大等によりやむを得ず講演会が中止又は延期

になった場合など緊急時に対応できる体制を整えること。 

・本業務に関するトラブル等に関しては、受注者が責任を持って対応すること。 

・準備から派遣までのスケジュールや進行状況、講師等の調整状況などについて

は、適宜、発注者へ報告すること。 

オ 交流事業 

講師派遣後、希望する派遣先団体を招致し、講師や他の生産者の取り組み、放射能

検査体制、被災地訪問など実施し、派遣先の地元での発表などを企画すること。 

派遣回数３５回とは別に３団体程度とする。 

首都圏 1 回当たり 1,800,000 円×２回、関西 1 回当たり 2,500,000 円とする。 

講師の派遣費用、現地斡旋、サポート、各団体参加者の往復交通費、宿泊費（1泊

2 日）、食事代、現地での体験実施経費等を含む。 

1 回当たり１０人程度 一部自己負担とする 

カ 情報発信業務 

講演会に参加できない人やその開催を知らない人に対して、実施した講演会の内

容等を知ってもらうためにＳＮＳ等を活用した情報発信を行う。 

キ 実績報告書作成業務 

上記４(1)エ(ｵ)記載の「講演内容の記録作成」を含め、全体及び派遣先別等の参

加者数、派遣場所、講師名、交流会補助者名（試食品提供者名等）、講演テーマ名、

質疑・意見交換の応答内容、アンケート集計結果、講演等及び交流（試食）会の写

真（複数枚）などを記載した報告書を３部作成し、このうち２部を発注者へ提出す

ること。なお、１部は受注者において保管すること。 

５ 委託対象経費 

(1)委託料に含まれる経費は次のとおりとする。 

① 業務運営スタッフの人件費 

② 試食会を運営及び補助するスタッフの人件費 

③ 講師に対する謝金 

④ 講師に対する旅費（交通費） 

⑤ 講師の講演等を補助するスタッフの旅費 



⑥ 試食会を運営及び補助するスタッフの旅費 

⑦ 試食会へ提供する県産食材又は食品の調達経費及び搬送費用 

⑧ 講演派遣先団体の選定、募集に係る経費 

⑨ 講演等の参加者向け配布用資料の作成経費 

⑩ 報告書・成果品作成経費 

⑪ 講演会の広報費 

⑫ アンケート用紙の作成、集計経費 

⑬ 情報発信に係る経費 

⑭ Ｗｅｂ開催経費 

⑮ その他事業に関連する経費 

⑯ 事業管理費 

⑰ 消費税及び地方消費税相当額 

(2) 経費執行上の注意点 

上記５(1)④～⑥の旅費については、業務を実施するために必要な日数や時間、交

通手段等を考慮の上、適切な旅行日数及び旅行行程となるように執行すること。 

特に、本業務と本業務以外の業務の旅行日程が重なる場合は、適切に経費の振り分

けを行うこと。なお、交通費の現物支給等、詳細は発注者と協議する。 

６ 提出書類 

次の書類をそれぞれの期限までに提出すること。 

  

書類名 提出期限 

着手届（様式第１号） 契約締結後７日以内 

完了報告書(様式第２号) 事業完了後７日以内 

実績報告書(様式第３号) 事業完了後７日以内 

収支決算書(様式第４号) 実績報告書に同じ 

請求書(様式第５号) 検査合格後速やかに 

概算払請求書(様式第６号) 任意 

概算払精算書(様式第７号) 概算払があった場合のみ 

実績報告書に同じ 

派遣計画書（様式第８号） 各派遣前７日まで 

派遣実績（結果）報告書（様式第９号） 各派遣後１４日以内 

アンケート集計結果表（任意様式） 各派遣後１月以内 

その他甲が必要と認める書類 発注者が指定する日 

 

７ 委託料の支払い 

本業務の委託料の支払いについては、次の各号に掲げる書類とする。 

(1) 委託契約書第 12 条第１項に定める委託料の請求については、（様式第５号）のと

おりとする。 

(2) 委託契約書第 12 条第４項に定める概算払請求書については、（様式第６号）のと

おりとする。 

(3) 委託契約書第 12 条第６項に定める概算払精算書については、（様式第７号）のと



おりとする。 

８ その他 

(1)  発注者の許可なく、業務の一部又は全部を再委託することを禁止する。 

(2)  対外的に公表する場合の事業名は、「「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業」

とすること。 

(3) 本事業について、会計検査が行われる場合は検査に協力すること。委託業務終了

後においても同様とする。 



別紙１

時間配分 内容 担当者

準備

事前配布（資料、食品と放射能Ｑ＆Ａ、アン

ケート）

ＰＣ等機材の調整

主催者

委託業者

1 オープニング（挨拶等） 主催者

2 5～10分
福島県の紹介・震災と復興状況の説明

「食品と放射能Q&A」について説明
委託業者

3 ３０分～９０分 講演 講師

4 ２～３分 試食・アンケート説明 委託業者

5 １０分 試食品提供・アンケート回収 委託業者

6 閉会 主催者

※標準的に６０分～120分程度を見込む

※別イベント等が同時に開催されている場合には適宜順番等入れ替える

※希望あれば国（省庁）からの説明を入れることも可

講演会の実施例



別紙２

内容 備考

２ヶ月以上前 募集活動

２ヶ月前 申込み 事務局スタッフ

1ヶ月～1ヶ月半前 講師・日程・テーマの決定 事務局スタッフ

1ヶ月前 試食品の選定 事務局スタッフ

1ヶ月前 講師の交通・宿泊等を決定・手配 事務局スタッフ

1ヶ月前 申込み団体・会場との調整 事務局スタッフ・現地スタッフ

1ヶ月前 講演内容を講師と調整・資料作成支援 事務局スタッフ

1週間前 試食品の発送・資料の発送【データ送信もあり】 事務局スタッフ

前日 講師、スタッフ現地入り 事務局スタッフ・現地スタッフ

当日 講演会実施 事務局スタッフ・現地スタッフ

～7日後 アンケート回収・報告書作成・提出 事務局スタッフ・現地スタッフ

～2週間程度 講師に対して報酬・交通費の支払い（精算） 事務局スタッフ

募集から派遣までの流れ（標準）



別紙３

項目
県（消費生活

課）
委託業者 両者で調整 備考

1 講師の選定 ○

2 講師の決定・通知 ○

3 講師への連絡調整 ○

4
講師への派遣交通費・宿泊費等の

設定
○

5
講師事業説明会（キックオフイベ

ント）
○ 年1回実施

6 申込み団体との連絡調整 ○

7 講演先との事前調整 ○

8 講演資料の作成・支援 ○

9 講演の説明資料作成 ○

10 アンケートの作成 ○ ○
・アンケートの内容は事前に

県の確認を取ること。

11 講師の交通費・宿泊先等手配 ○

12
資料等の発送・配付【データの送

信等】
○ ○

・「食品と放射能Ｑ＆Ａ」は

必要部数を県から受け取るこ

と。

・復興状況など県と最新デー

タ等を確認すること。

13 省庁等との連絡・調整 ○

14 試食品の選定 ○

15 試食品の購入・発送 ○

16 講演会当日の運営協力 ○
※申込み先との連携・協議に

よる

17
講演会での福島県の紹介・震災と

復興状況の説明
○

18 講師の講演支援 ○

19 アンケート回収 ○

20 各回の報告書作成 ○
報告書は講演会終了後、その

都度提出

21 交流事業募集 ○

22 交流事業団体と講師との連絡調整 ○

23 事後フィードバックの調整 ○

24 報告書作成 ○

「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業役割分担について



別紙４

項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

契約業務

等

契約締結

着手届
完了届

請求

講師 講師選定

講師候補

者を協

議・決定

講師への

説明会

（6月中

に開催）

講演会実

施

広報

広報準備

募集案内

作成

HP開設

広報開始

講演会

福島県の

現状紹介

用スライ

ド等作成

講演会実施

試食食材

報告等

交流事業

年間スケジュール

申込み状況の報告（毎月1回以上適宜）

進捗状況の連絡（適宜）

試食品の選定

試食品の購入・相手先へ発送

アンケート結果とりまとめ・実施結果報告

講演会・県内への招

待・フィードバック

講演会・県内への招待・フィー

ドバック

講演会・県内への招

待・フィードバック


